
 

2023 年 6 月 30 日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

上場維持基準の適合に向けた計画書 

 

 

当社は、2023 年 3 月 31 日時点において、スタンダード市場における上場維持基準に適合しない状

態となりました。下記のとおり、上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたので、お知らせ

いたします。 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間について 

当社は、2023 年 3 月 31 日時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、下表

のとおりとなっており、流通株式時価総額については基準を充たしておりません。当社は、流通株

式時価総額に関して 2024 年 3 月末までに上場維持基準に適合するために、下記の取組を進めてま

いります。 

 株主数 流通株式数 
流通株式 
時価総額 

流通株式比率 

当社の状況 
（基準日時点） 

2,463 人 57,025 単位 985 百万円 49.6％ 

上場維持基準 400 人 2,000 単位 1,000 百万円 25％ 

計画書に記載の項目 ― ― 〇 ― 

計画期間 ― ― 2024 年 3 月 31 日 ― 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに

算出を行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

（1）基本方針 

当社は、収益力や利益率の改善に取り組み、業績に応じた適切な株主還元の実施等で企業価値を

向上させ、ＩＲ活動の強化等により市場における流動性向上を図ることで、スタンダード市場の上

場維持基準への適合を目指してまいります。 
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（2）課題 

流通株式時価総額が基準値を下回っている理由につきましては、業績の悪化による株価低迷

と配当政策が主な要因であると認識しております。 

 

（3）取組内容 

①企業価値の向上 

新型コロナウイルスの影響や光熱費高騰の影響もあり、当社を取り巻く環境は厳しい状況

で推移しております。そのような中で、営業活動の更なる強化と利用者の満足度を高めてい

くことで、施設稼働率を引き上げ、収益力を確保してまいります。また、高稼働率を維持す

ることで、広告費や利用者獲得に係る費用を抑え、利益率の向上を図ります。 

当社は、株主還元について重要な経営課題のひとつとして認識し、将来の成長のための投

資や事業展開の状況、経営成績、財務状態等のバランスを考慮しながら、今後、安定的且つ

継続的な配当を実施できるような体制の構築を目指してまいります。 

 

②ＩＲ活動の強化 

当社の株価が低迷している一つの要因として、当社のＩＲ活動が東京証券取引所にて定め

られている必要最低限の情報開示であり、市場における認知度や期待度が低迷していること

が原因だと認識しております。今後は積極的な情報開示に努めると同時に、当社ホームペー

ジの見直しを行い、株主の皆様からも当社グループの状況や実績が分かりやすく伝わるペー

ジの新設など、様々な検討を行ってまいります。 

 

③大株主・事業法人等に対する協力要請 

当社株式を継続的、政策的に保有している大株主及び事業法人等に対し、当社株式の保有

数の縮減の働きかけ等を行ってまいります。 

 

 

以 上 


